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雨滴は多〈の場合正又は負に荷電してゐる．此電荷を測定する事は雨雲内に於ける電気的過程陀閥

ずる知見を得，更に雨滴成悶の機構をも間明し得る重要左手段である．殊に近時注目せられてゐる

雷雲内の電策的骨布及び其電気量に闘する探究に於いては電場測定と共に有力友一手段で遣うる．電車

って宰中電気事に於ける最も重要注問題たる地球表面の負電荷保持に関してはp晴天時の僻導電流，

雷雨時の落雷電流及び地球電場内に於ける尖端放電電流と相待って亦極めて重要怠る役割を有す

る．

雨水電荷測定の重要性は既に 1860年 W.Tbomson<ll~依って指摘せちれ， J. Erstel-H. Geitel12> 

に依って初めて測定せられて以来E Gerdien<8・， PLen位 d＇の， K.Kabler<11>, H. Benndorf<6i, G. 

C. Simpson’1>, F. SchindelhauerペM.A.B叫ditベMcCielland-J.J. Nolann°>, G. Berndtlll>, 
P. Gschwend11ll>, S. K Banerji<15>, F .• J. Scrnse’Hi，能登及武同州等に依って数多〈測定さ件て

ゐるが，多〈は比絞的短期間であり且他の要素との並行観測が殆E無い震に以上の諸問題に関して

未だ十会友成果が奉ってをちたい．

筆者は昭和 16年 2Ji以来電位傾度及び尖端放電電流との並行観測を続行してゐるが今岡咋夏

迄の整理がついたので序報として報告する．今後は更に大気電気僻導度，イオン鍛測定．表面電荷
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の観測と共に雨水に測する物理的佑串的怯賀町ち形欣，大いさ，落下速度，雨滴分布，停導度，温

度，放射能，成分等作就いて逐次調査iJtlj~さを賞施する議定でゐる．

雨水の電荷は降雨租類に依って著るしく呉るもので，低集属性又は不逮績線性の長雨は弱〈，廓

雨，雷雨K於いては共鑓佑烈しく且電荷も非常に大きい．今岡の期聞に於いては殆ど前者の結果の

み友ので，其等について報告する．

測定装窟II 

国官$五七接置は省所横内幸雄氏が設計製作

.:!LaーA.._j色され，共後筆者が多少改良したが，第

1固に示す様に受水用漏斗R，雨量桝

Bはトグン製の漏斗で上端直径 21

電位計の 4部よG，静穏遮蔽筒s,

り成る．

漏斗は其時cm，深さ 15cmである．

＋
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中腹より水平に蹴を出しスグンド支持

スグンド基底はアムプロイド

回坂で絶縁され，決索電球で電熱乾燥

される．
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して絶縁を良好にした倫電球は銅製

コードはシーJレド線を用

ひて交流に依る誘導を防止した．

雨量桝 Gは銅製で第2闘の如き悶

金網で包み，

之は漏斗 E の底穴より事事桝である．

の蹴出管に取付けた"j(_持俸に依り玄へ
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立者，T
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同組桝
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られ，前後に問縛する．桝の底は丸型にして良〈磨き，流水後11<滴の残溜ずるのを防止した併は

10 co, io cc, 30 ccの三種類製作し，降雨の温度に感じて遁宜使用した

漏斗に捕へられた電荷は桝が廻縛の際第 3岡の如き水銀スヰツチの動作に依って験主され同時

に豆電球を騎じて記録紙の側過に刻勤を印盤せLめた．

漏斗及び桝はトタン岡筒 Sで包み，外部電場より遮蔽した Sは直径45cm1深さ 90m で上

端より深さ 53佃の所に第二の遮蔽回叡 F を取付け， Fの中央には直径 19omの穴を明けた．

Sを建物側壁より 170cm離れた木盗上に拡付け，更に図版 1の如き各議 1.5米の立方形錦製金

網で包み遮蔽に高金を期し？と．之は亦建物軒端に於ける雨水の飛沫の侵入を防止するのに役立つ

た．〈園版第 1参照〉

導線は漏斗に直接聞定し，建物側壁の内側でー且泉張して電位計に連結した電位計は初め

DoJezalek型を使用したが聞も危〈理研製単繊維電位計に改め好結呆を得た

漏斗，雨量桝及び電位計の全装置の容量は 72縦である．

電位計感度は通常の降雨に際しては大信 0.1～0.5V/JllJJJ，雷雨及膿雨に際しては 1～lOV/mm程
度で良い．備感度の獲吏は第 4回の如き補助電原初換接世を考案して記録室井と於て容易tcllJ安

全に鑓更し得る．

記録は臭素紙Jェに印査せしめ遁常程度の降雨時にτは 4

時間 1同時，豪雨及び官同時にては 2時間 1同時の自記

時計を用ひた．時刻は 10分毎に別の光線に依り軍ねて印

聾せしめ，相隣る却1時間隔は前者に於ては 13粍，後者に

於ては 25粍とした．第 6，第 7聞に記録のー似！を示す

此装置に於ては S及び Fの上端に於ける雨滴分裂に

依る電荷混生の震の誤差を考へられるが，遮蔽の欣態より

して，電場は極めて弱いので先づ問題は無いと思はれる．

策 4 回

盆企位三組助1~'11\..1'2.怠~A.Z

備強風時に雨水の採取が可成り筋げられる鉄騎がある．自記雨量計に依る雨量の同時比較をしてみ

たら通常では約 2096位少い様である．

Ill観測結果

(1）整理，記録せられるものは電位の鑓佑でb札之より電荷は弐式に依って計算した．今単位

鐙積毎k qの電荷を有する雨水が桝のー岡部迄tcm立方組滑って，電位計が V たる電位を示す

ときは

q＝立E C：金接世の静電容量
”／. 
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質際には幾分の電無漏洩があるので，漏塊を考に入れると

<f!-f=qmーαOY

之を t=O，のとき V=O,t=Tのとき V=V僚件で積分すると

O! 1＋αT q；；；一一・ーでー ・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．、．． ・・・（1)
m 'l.' 

必は漏塊係数で観測前後に測定する.'l.＇は桝が一同縛する迄の時間〈会〉である．

次に併が一周轄する聞に於ける平均の降雨電流の強さは戎式で求まる．第二の遮蔽叡 F の穴の

面積を aとすると電流 4は

勿・.qll 1 I 

・＝ーー・ー・ー・一一一一Amp/1m 
T “60 3 x1011 ’ 

a=283 cmieであるから

日×字×10吋 mp/cm2. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・（2)

(2）降雨別による電荷量

上記 (1）及び（2）式を用ひで，桝の閑静毎tr.q及 iを計算し，一同の降雨について統計して第

1表及び第2表を作った．

表中 N は桝の総悶都政， Tは観測総時間， M は細雨量， m は毎分の降雨量で降雨強度を表は

す.fJは捕へた総電無主である．向第 1表は表日本を束絶する低無Jlfttc依る降雨であり，第2表

は不透鰯展性降雨である．雷雨も 2,3あったが資料が少いので戎問にゆづる事にした

第 1表より低無原性降雨tc.於いては， lco毎の荷電量は大盤 0.08eふu./cc.で正の最大は 0.5

eふu./cc.負の最大は0.leふu./cc.程度であれ電涜の強さは平均 2.5×10圃 16Amp/cm2.で正常流の

最大は 3×10・u，負電流の最犬は 6×10叶 4程度である．負の観測時聞は韮の其の約 1/10で，零電

荷は約 1/3あった．負のもたらされた電無量は僅か 396に過ぎず正の降雨が底倒的に多い．個々

の電荷量gについても正電荷の方が倍近く大きい．之は飽登，武田氏の結呆と同じ傾向で， Scarase

其他の結果とは反封である．即ち我閣の低気麗性降雨に於いては殆どEに荷電してゐるのではたい

かと思はれる．第 3表に之等を比較列記する．

第 2表に於ては 5月 26-27,6月 28日を除いた他のものはすべて不遠鏡犠に稜生せる比較的

短時間の廊雨で負の悶も可成りあった．殊に 6用3日では gの平均は 8.Seふu./cc，最大は 23.5

e.s.u./cc, iの平均は 2.4×10-u.Amp/cm~ 最大は 6×10-13.Amp/cm11 で非常に大きい．正の雨と負

の雨とを比較してみると負の雨がずっと多くたってゐる．

倫爾表中 5月 26-27日， 6月 11,6月 28日の 3悶は梅雨性で之等の電荷は普通の降雨より



修
1
衷
低
無
Im
性
降
雨
に
於
け
る
電
荷
量

符
開
設
時
間
雨
量
毎
分
の
組
m
鉱

E匹
位
値
積
'&t
!l
の
電
気
量
匂
）

単
位
面
積
?it
P
の
電
拙
の
強
さ
（i
)

降
爾
日

（η
 
(
M
)
 
雨（
m量
）
 
（最Q
)
 

e.
su
/c
c 

A
m
p
/
c
m ’
 

脱
(
N
)
 
分

C
•C

 
c
c
/
m
i
n
 
e.
s.
u 

最
大
時
刻
最
小
時
期

官
最
大
時
期
最
小
時
刻

宣
~
 
JJ 
1
9
日

1
0，
冒
I
O
・
1

i
o
-
1
 

1
0
・
2・
1
0・
2・

1
0・
B・

{1
0'
11
4~

－ l
伊
11
分）
＋
 
舗
6
8
6
 
釘
0
1.
0 
26
.4
 
7.
14
 
1.
81
 
一
1.
伺
一
7.
7 
4.
62
 

u
 

~ 
1
0月.
9
2
8
日

ll
h 

12
11
 

11
11
 

1£
11
 

(
 
-1
6,
39
) 
＋
 
1
8
 
2
邸
1
6
7
 
0.
8 
18
.6
 
7.
伺
1.
45
 

1
~
2
5
 
4.
他
m
・
5
3
15
.5
 
4.
68
 
19
-2
5 
4.
4 
1
4・
5
1

＋
 
J
S
 
2
3
2
 
1
2
4
 
0
.8
 
6,
6 
4.
65
 

8.
2 

8
月
7
 
日
ー
1
 
1
0
 
一

一
0.
2 
一

8.
2 

(1
0.
9・
16
.8
9)
。
3
 
8
1
 
3
0
 
0.
4 
一
一

1ぴ
a

1()
11 

11
11
12
11
 

1£
11
 

計
1
7
 
3
2
3
 
1
5
4
 
0.
8 
6.
4 
4.
65
 
1.
部
0
9・
4
2
-
0
.
1
6
 
似
ト
4
2
7.
9 
I.
却
63
-0
1 
-
3
.
2
 
ω
・4
2

．
 

3
4
 
3
4
7
 

21
.2
 

3
 9~

8-
1
4
日
＋
 

2
9
1
 
I.
S 
20
.4
 
6.
部

一
5
 
6
6
 
8
6
 
1.
0 
2
0
 
5.
27
 

11
11
 

14
11
18
' 
7.
5 

11
11
 

11
11
 

(
 
1
6.
40
) 
管十
8
9
 
4
1
3
 
3
2
6
 
1.
8 
18
.4
 
6.
64
 
2.
16
 
1
6
-含
O
-
f
4
.
9
 
4
1
-
2
8
 
17
.6
 
0.
21
 
07
-1
1 
-
1
0
,
S
 
盟
－
8
2

s
 (8月

．従）
－~~

.
日

18
' 

倒
h

l&
> 
I
 
Ifi
ll 
H
Y・

5)
 
＋
 
1
3
 
1
7
4
 
1
2
7
 
J.
6 
5.
8 
4
4
7
 
1.
68
 
0
0・
2
2
1.
88
 
4
7
-
6
7
 
12
.8
 
S.
18
 
8
0
-
8
6
 
-
8
.
1
 
4
2・
2
2

3
月~

~
日
＋
 
5
7
 
5
8
1
 
6
5
5
 
1.
1 
82
.S
 
6.
06
 

16
.S
 

日
一
8
 
8
0
 
2
8
 
0.
6 
1
8
 
8.
4l
 

加
h

2(
)h
 
4.
2 
。＠‘

2(
)h
 

《1
9.
4'
ら
07
.8
2)
計
6
5
 
部
1
5
8
8
 
1.
0 
31
.0
 
6.
47
 
1.
90
 
4
3
-
4
9
 
-
6
.
8
0
 
15
-6
1 
14
.7
 
10
.1
 
4
8
-
4
9
 
-
9
.
2
 
8
9・
6
1

4
 
月
6
日
＋
 
5
 
1
0
9
 
部
0.
4 
6.
1 
20
.6
 

1
6.
6 

(9
.Q
l-
11
.4
1)
 
一
1
 
2
2
 
一
．一
0
.8
 
一

g.
 1
£1
1 

1<
1・
7.
6 

1<
1 ・

1<
1‘
 

官十
6
 
1
8
1
 
鵠
0.
4 
6.
S 
20
.6
 
8.
24
 
僚
ト
11
S.
98
 
1
1
-
8
9
 
18
.2
 
-S
.2
2 
11
-1
7 
-
7
.6
 
17
-8
9 

毎
月
1
2
日
＋
 
~
 
4
4
9
 
2
6
8
 
0.
9 
89
.9
 
14
.9
 

25
.1
 

J
S
日
一
8
 
7
8
 
8
 
0.
1 
1.
7 
0
8
7
 

(Y
7h
 

Ol
b2
()
b 
4
4
 

I8
hl
4.
h 

OO
h 

1(
28
.6
6-
14
.4
7 
計
4
5
 
5
2
2
 
釘
1
0.
9 
88
.2
 
14
.4
 
>
8
.
2
2
 
8
1 ・
4
1
-
0
.
8
7
 
2
生ー
∞
19
.0
 
7.
却
5
5
・m
.-
7.
l 

~
2
7
 

5
月
1
7
日
＋
 
9
6
 
4
4
7
 
7
8
2
 
2.
4 
12
0.
1 
15
.9
 

部
.9

一
2
 
8
 
一

o.
s 
一

6.
1 

(8
.4
6・
20
.0
6)
。
4
 
1
0
8
 
S
I
 
0.
4 
一
一

17
" 

09
'1
 
一

16
h 

16
'1
 

計
10
1 
5
5
8
 
7
6
3
 
2.
4 
11
9.
8 
15
.8
 
4
. 釘
3
0
-
3
8
 
。01
02
・
0
9
92
.9
 
3
2.
0
 
21
-2
3
 
-7
.!
) 
2
1
-
2
8
 

~0
6.月m
2
s
 
a
 

。、
明
h

。、
711
 
Sh
 

ー朗
．伺
｝
＋
 
1
8
 
5
0
 
1
0
4
 
2.
8 
12
.2
 
12
.1
 
2.
36
 
3
9
=
4
1
 
8.
86
 
12
-1
7 
69
.6
 
14
.4
 
8
9・
4
1
0.
7 
6
6
-
8
 

2
4
日
＋
 
'J
7 
18
.5
 
:4
16
 
1.
6 
6.
4 
2.
01
 

9.
8 

6
月
2
5
a
 
一
5
 
1
8
2
 
3
7
 
0.
7 
2.
S 
4.
46
 

10
.6
 

(2
2.
18
-1
6.
48
) 
。
15
 
6
2
2
 
1
3
2
 
0.
4 
一

。、
U
h
 
一

明
h

H
"
 

計
4
7
 
8
3
9
 
縦
w
.I
 5
 
4.
1 
1.
21
 
0.
77
 
$
-
8
2
 -
1
8.
8 
3
9
-
4
6
 
4.
5 
2.
6!
) 
4
D
-
4
7
 
<
-
4
5
.
8
 
8
9
-
4
6
 

6
月
s
 
a
 
＋
 
4
9
 
4
1
9
 
6
1
1
 
2.
8 
60
.0
 
8.
01
 

47
.2
 

(2
2.
25
・
0:
.1
0)
日
一
1
 
3
 
一
一
1.
0 
一

f}
l 
7111 

6b
 
62
.6
・

切
h
ω
，
 

計
50
 
位
2
6
1
1
 
2
.8
 
40
.0
 
8.
01
 
4
，花
4
5
-
2
0
 
1.
72
 
17
・
2
9
46
.0
 
24
.S
 
綬
3-
69
一
位
6
0
ト
0
4

6
 
.n 
1
1
 
日
＋
 
i: 
1
6
0
 
1
8
6
 
0
.8
 
0.
6 
0.
85
 

1.
1 

1
2
 
日
。

5
7
0
 
2
0
2
 
0.
4 
一
一－

国
h

17
h 
ー

05
11
 

(l
S.
16
・
17
.1
82
計
S
S
 
7
2
0
 
袋国
B
0.
6 
0.
6 
0.
17
 
0.
国
4
2
-
6
1
 
0.
00
 
4
0
-
5
8
 
0.
6 
0.
4 
1
2・
1
6
0
.0
0 

＋
 
4
1
8
 
4
1
1
4
 
37
71
 

鈍
0
.4
8.
05
 

部
.8

平
均

3
1
 
鵠
4
1叩

9.
5 
4.
67
 

18
.S
 

。
8
8
 
l'
J7
6 
3
9
5
 

一
一

一
計
4
8
7
 
5
7
8
4
 
4
釘
4

部
0.
9
8.
17
 

24
.7
 

沼
i ..,, i'f"
 

δ 母 潰 悼 守 門 揖 <"
 
d・ ペ ハ 鴇 l 揖 ） 。‘



。 調 書 3 母 撹 悼 荷 崩 同 ？ ペ 〈 鳴 ！ 描 v

量

符
時
間

穂
.m
鉱
同

単
位
鰻
積
鴛
り
の
電
無
量
（
q
)

￥
.
位
面
積
毎
の
低
放
の
彊
さ
（
i)

雨
日

（
め
(
M）
’
 雨
量
量
数

eふ
u.
/c
c

A
r
n
p
/
c
m
'
 

降
(
Q
)
 

観
分
cc
 
(
m
)
 
e.
e.
u 
(
N
)
 
q
 
最
大
時
刻
最
小
時
刻

i. 
最
大
時
刻
最
小
時
刻

一
5
月
1
5
 
El 

I0
-1
 
10
・
E

1
0－’ 

1
0－” 
1
0・
1・

io
-1
・

＋
 
63
.6
 
6
4
 
8.
7 
6.
64
 
9
 
7.
17
 

8.
49
 

一
JJ
.l
 
1
1
 
J.
O 
0.
47
 
z
 
S.
94
 

.2
1h
 

1!
11
 
0.
81
 

2I
h 

I
~
 

(1
伊
2
~

－2
1”
筑
間
計
14
白7
7
5
 
8.
2 
6.
17
 
1
1
 
5.
16
 
1.
44
 
85
-3
6 
-
4
.
4
2
 
24
-3
0 
2.
71
 
7.
18
 
3
4・
3
5
-
1
.
2
2
 
24
-8
0 

S
月
1
8
 
I] 
＋
 
位
.9
6
5
 
3.
8 
7.
89
 
1
0
 
10
.1
7 

5.
61
 

一
48
.5
 
2
3
 
0.
8 
2.
卸
8
 
8.
10
 

1.
57
 

。
21
.0
 
1
0
 
0.
4 
，ー
1
 
一

2
l
h
 

22
11
 

2t
h 

2
~
 

(1
7.
43
巴
2
3
0
3
)
計
11
2.
4 
回
1.
9 
5.
09
 
1
4
 
8.
01
 
2.
11
 
2
3『
s
o
-
1
1
.
9
2
 
鎚－
8
1
3.
95
 
16
.6
 
.2
3-
26
 
-
3
.3
8
 
1
7ー
渇

一
5
月
2
8
日
＋
 
15
.8
 
6
 
2.
0 
4.
48
 
3
 
位
.7
6

8.
62
 

一
部
.1
1
9
 
0.
7 
9.
4l
 
4
 
89
.7
8 

20
h 

2
~
l
h
 
7.
1
6
 

2l
h 

21
1 ・

(2
0.
52
-2
U1
5)
 
計
41
.4
 
笥
0.
6 
-
4
.
9
8
 
1
 
-
1
9
.
1
0
 
>
4.
2
8
 
0
1
・0
0
<-
56
.I
O 
52
-0
1 
-
0
.
0
4
 
t6
.B
 
01
・
03
-
t1
.1
 
鈎
ー
お

5
月
2
6
日
＋
 
S
却
.8
4
的
2.
2 
18
.回
5
8
 
8.
82
 

一
盟
.5
1
0
 
1.
0 
0.
20
 
2
 

2
.
~
 

0.
18
 

。
17
2.
9
 
8
6
 
0.
7 
一
1
0
 
一

Ql
h 

Ol
b 

Ol
h 

OJ
h 

(2
0.
49
-C
4.
担）
計
61
9.
2 
5
7
6
 
2.
0 
18
.8
0 
6
5
 
8.
10
 
1.
80
 
1
1
-
1
6
 
-
1.
68
 
町
-
4
7
1.
46
 
5.
54
. 
19
-2
2 
-
0
.
2
3
 
~
－
4
7
 

一
6
月
s
 
rr 
＋
 
6.
2 
8
 
1.
8 
61
.9
5 
3
 
87
6.
0 

24
8.
 

。
9.
0 
7
 
0.
8 
一
l
 
一

19
11
 

19
1 
一

11
1’
 

19
1・

(J
.9
..
27
-1
9.
47
) 
針
15
.'
2 
1
5
 
L
5
 
61
.9
5 
4
 
87
6.
0 
28
5.
0 
3
2
-
3
4
 
0.
00
 
3会
-4
8
24
3.
 
60
8.
 
32
-3
4 
0.
00
 
34
-4
3 

6
月
2
8
日
+
 1
85
.6
 
7
6
 
0.
6 
L
9
5
 
1
0
 
2.
15
 

0.
24
 

一
21
.7
 
3
4
 
o.
s 
0
.7
0
 
2
 
l.
69
 

0.
09
 

。
98
.6
 
一
一
一
5
 
一

u
ト
19
11

16
'1
 

14
11
 

17
11
 

(1
8.
52
-1
8.
06
) 
計
加
0.
9
1
1
0
 
0.
5 
1.
笥
1
7
 
1.
80
 
0.
4.
0 
5
4
-
5
6
 
3,
27
 
7
-
5
7
 
0.
12
 
0.
46
 
2
2・
8
9
-
0
.
2
9
 
20
-2
4 

＋
 
6
8
1
 
6
9
9
 

89
.4
 
8
5
 
18
.2
 

S.
96
 

~
 
均
ー
別
2
8
7
 

18
.6
 
1
6
 
11
.2
 

1.
96
 

。
2
1
9
 
l
O
S
 

1
8
 
一

一
計
10
49
 
8
9
9
 

26
.8
 
1
1
4
 
0.
11
 

J.
6
4
 

帯
i

電
る

け
於
κ
 

雨
降
性

線
連

不
表
2
 

古島



雨水の電無量に就いてく修一報ヲ

更に小〈，零憶荷治喝加してゐる事は法意すべき勤である．

(3）降雨強度主電荷量

7 

毎停の降雨量を 9~皆綾に分類して第 4，第 5 表を作った 先づ気付く事は強度が＞1.5ccimin

に怠ると零及び負電荷が無くなってゐる．何れも正の雨は強度が 0.5～1.0の範囲に最も多く降る

が，電荷は最小である．負の雨は強度が 1.0以下に多く降るが，電荷は此時が最も小い様である．

修 8 ~長地南 K 於ける電無量の比較

集めた電無量 cc あたり平均電気量

現 測 者 場 所
e.s.u e. s. u./cc 

Q+ Q- Q .. /Q- q+ q_ q+/q申
一一

経 者

NK東酌輔ewe・w~！n京＼四g回~8割i関~2) 
340 9 28. 0.081 0.悦7 1.7 

8指e霊Jk.武闘 959 161 6.0 0.0悦2 0.0022 1.9 
rase 999 697 1.4 0.43 1.24 0.4 
Gschwend 0.62 0.84 0.7 
Marwick 一 一 “ー 0.044 一

部 4 表 降雨強度と電荷量t依然鹿性降雨〉

降雨強度
集めた雨量 （ltf) 集めたm然量

<'C 句曾e集．りs.u量の.／1卒c~q均）の 単位面積曾りの

cc e.s.u. (Q) 電A流mp,の｛c彊mさt 

cc／分
』九 M+ M-M+/M- Q+ ＠ー Q+/Q- q+/q- t+ t.- i＋／＇九q+ q-

一 一
10-2 10-1 10甲 11116-111 

く0.5 160 450 舗 17.3 42.70 1.91 22.4 9.48 8.88 1.13 0.87 0.29 8.00 
0.5-1.0 102 758 26 却.o 48.54 2.50 19.4 6.62 1.95 8.60 1.09 0.却 3.89 
1.0-1.5 11 854 19 44.9 回.54 0.46 180.0 7.9t: 2.鈍 8.09 I.SO o.帥 s.備
l.&-2.0 一 581 一 一 68.Sl 一 10.20 一 一 3.41 一 一
2.:0-2.5 一 釘9 却.88 一 一 8.22 ー司 一 3.70 一 一

i》.＆－！~ 一 197 一 一 20.41 一 一 12.47 一 6.泊 一 一
208 一 一 82.45 一 16.26 一 一 10.11 一 一

4.0田6.0 一 117 一 一 19.16 一 一 11.骨∞ 一 一 12.96 一 一
>5.0 －ー 49 一 －ー 12.部 一 2L96 一 一 37.02 一 一

~ 6 表 降雨強度と電荷量く不連額縁性〉

降雨強度
集めた雨量（A!) 集めた1E完走量（Q)

cc 電依a紙Sり.~.のit，，平e匂e均）の 単官位能Am面のp積彊1/C曾さmり’6の） 
cc e.s.u. 

cc／.分
Mo .!I+ 且I- M+/M- Q+ Q- Q+/Q- qキ q- q+/q- ー＋

,_ i+/i-
一10・量 10・2 10-16 10・u

<0.5 89 65 24 2.71 4.81 0.78 6.16 5.12 8.27 1.57 0必 0.14 3.48 
0.5-1.<J 89 92 2t s.ss 2.15 1.57 1.87 2.05 5.僧 0.舗 O.Sl 0.89 o.so 
1.0-1.6 19 48 8 5.04 0.73 0.87 1.97 1.78 4.42 0.40 0.62 1.22 0.43 
1か2.0 一 134 一 一 6.66 一 一 5.22 1.52 一 一
2.0-2.5 一 138 一 一 o.46 一 s.9o 一 一 1.81 一 一
2.5-8.0 一 75 一 一 3.79 一 一 4.28 一 一 2.89 一 一・．
3.0・4.0 一 50 一 6,08 一 一 11.80 一 一 8.17 一 一
4.0-5.0 ← 25 一 一 1.担 一 一 5.42 一 一 2.67 一 一
>6.0 一 45 一 一 2.31 一 5.88 一 一 8.02 一 一



8 雨水の低金足並に就いてく館一報〉

何れにしても降雨の多い場合に包帯が小い事拡注意すべき酷である．

(4）電位傾度との閥係

雨の電荷符践と電位傾度との相関は Simps。n其他の人達に依って比較されてゐる．共に依ると
降雨中の電位傾度は負艶4むが多t，負の電位傾度の時は正の悶が良く降るが，正の場合は著しい傾

向が見られ注い．且電位傾度の大いさと雨の荷電量との間には決った相闘は無い様である．

筆者は低鎮座性並びに不連続性地雨について此関係を調べた．即ち桝の一同鞠毎に電位傾度の平

均値を求め一つの降雨に就いて其符競別に統計した．結果は第 6表，第 7表K示す，表中Nは比

av 
鮫した桝の悶輔教， σは毎分単位面積内に興へられる雨の電無盆， σ’は一＝－471'0"'を満足ずるa1t 
ものとして電位傾度より計算した表面官街である．

表より分る様に地雨に於いては電位傾度と雨の電荷とは符鋭が大館越の相闘にあり，且電位傭度

が増大すると電荷も大〈怠る事が云へる．之は Simpson其他の結果と同様て・ある・斯様左越相闘

に翻する論議は将来資料の集積を待つ事にして今此所では簡れ怠い事にする．倫今岡の様悲観測厳

置では漏斗に於けるレナード数呆が幾分影響してゐるが Simpson及 Scrnseの装置に於けると同

程度であらうと考へられる．之Kついては第 2報に於て論及する，乙識でゐる．

爺 6 産 官Ef立伺艇と荷電量く低銀座性降雨〉
子 一一 ．市＇＂＂ー；：：：：：：：：－：ァ

担潤月 日 計
同教
N m 位V/m傾皮 爾Kよる事m事’電m量inσ 

e.目.u./c 表面 常務σ’

2 月 19 日 10-• 10・4
52 62 -141 +2.02 +6.26 

15 -168 +1.16 +3.08 
s 7 1 キ 凪 +o.邸 -1.48 

16 -164 +1.09 +4.09 

却 -227 +2.6S +6.06 
3 14 4 ＋飴 -o.ss -2.28 

82 -188 +2.20 +4.99 

s 18 18 13 -287 +1.57 +6.29 

3 2.<l 46 -190 +1.66 +6.04 
24 s + 69 -0.17 -I.SS 

49 -174 +l.418 +4.62 

4 6 4 4 -202 +l.29 +5.86 

93 -9却 +18.00 +24.伺
5 17 3 +402 +0.40 -10.67 

96 一邸8 +17.42 ＋お.57

5 28 12 12 -949 +18.邸 +25.19 

24 20 -279 +1.88 +7.40 
5 25 IO + 29 +0.13 -0.77 

89 -229 +0.81 +6.08 

6 11 18 -196 +0.18 +5.JA 
12 5 ＋泊 +0.04 -0.69 

23 -141 +I・.07 +S.74 
．由 ．



爾ホの也無量依旗いて〈鍛ー報〉 9 

館 7 農恒位傾鹿と荷電泣〈本建槙糠位陣爾3

担調月 a 計 同 設 電位V/m偶鹿 扇ts.：・るcm荷－協ml!O' 表面e~u.包／cm.•荷 σ’
lO-' 10""' 

6月 15 百 6 ー鋭W +8.4S +9.74 
6 +841 +L個 -9.04 

11 + 16 +4.88 -0.42 
10 -1172 +1.00 +Sl.1 

6 18 金 +ll91! +6.16 -SL6 
14 ー甥E +9.2'1 +13.~ 

1 -141抑 ＋！.＇卸 +89.6 
5 鵠 6 +U40 -LSI 一加.2

1 +7悦 -0.'lt －~0.8 
m 6S -m +s.os +7.35 

6 野 11 ＋会委 +o.町 -1.11 
悦 －~ +2.52 +6.69 

6 s 4 4 -98 +8.28 +2.6 
9 -82 +o.槌 +9.85 

6 却 6 ＋舗 ：；~~ -LOl 
15 -4 +o.n 

IY結び

昭和 16年 2月上り雨水電荷の観測を開始L，今倫継続中であるが瓦迄θ結果を序報として報

告する．

低録座性の普逼の雨κ於ける阜位値積毎の電荷はE負共に 0.1e.s.u./cc内外で犬き〈とも

0.5e 

非常に多い．

不連続性の地雨は低気性と同犠であるが，之に伴ふ臓雨に於いては負の雨も可成り多〈，電荷は

le.s.u./cc以』エで 20e.ふu./cc位のもある．電流の強さは 10・18.Amp/cm’程度である．

梅雨の電荷は普湿の地雨より犬侍・JJ、い様である．

降雨強度に聾する電荷の艶.-itは雨量が＞1.5cc/minにたると零及負の雨が無〈たる．鍛雨は比駿

的電荷が大きし雨量が o.恥工6cc／：凶nで最小とた以後納Uの傾向がある．

電位傾鹿と雨の電荷とは符鋭が逆相関にあり，電位傾度が増加すると電荷も大きえたる様である・

怒りに践例目視測の機舎を治許し下さった今都庁長並に，測器を設計銀作しτ下さった横内幸雄
技手に豊せしては衷心よP蹄意を表する． 〈昭和 17隼 9月〉
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Memoirs of the Kakioka Magnetic Observatory 

Vol. IV, No. 2. June, 2603 (1943) 

Abstract of Memoirs 

On色heElectricity on Rain (parもI)

By S. Knrort. 

Since Feb. 2601，曲ewrit.er b回 carriedo凶 ame掛町ementof色，beelec世rici句 onrain. A自由e

1il'St mport we inv.倒日酔加古hedata it:om Feb.加 Aug.of this ye飢

In otdfoary rainfalls accon1pan1ed by atmospheric depression，ぬecharge of boもhsigns is about 

0.1 e.s.~. per .c.c. and not e玄関eds0.5 e.s.弘 pereふ Thecuπ阻 tdensi色ydue to the rainfall of this 

kind ie in range仕。m 10-1・to10-11 amp. per square cm. Pj伺 itivelycharged rains occ町田ore
f問quent』y<'ompared with nega健veon伺．

h 曲owereaccompanied. by front日，色hecharge amolin旬 over1.0 e.s.u. and i色occu問 rarelymore 

も.ban20 e.e.u. per c.c. The e田rentdcnel句 ofぬisca時 i目ー也eorder of I0-18 amp. per square em. 

The charge observed In r.ainy sea冊nis about 0.01 e.s.u. per eふ andsmallerもbanthat of ordin・ 

ary rainfalls. 

When rainfall exceedR l.6 c.c・permin., zero or negaもivecharge i日i;o目ilightly血atwe <'an not 

ob日ervedi色， whilepositive charge shows易 lowervalue in rainfall from 0.5 to 1.5 c~c・ per min. and 

when It exceeds 1.5 c.o. per min.，ぬecharge旬nds句 increasewith rainfall. 
As色0 也el'elatlon wi由也epoもentlalgradlen仇1色lsa predominant tendency in our cas，ぬ前

the negative potential ie眠 elusivelyaccompanied by posl色ivelycharged rain, while in色beforeign 

countrt創出1enegative chn昭ei闘alsoobserved. 

On the M何 hanicalCollector 

By M. MtsAEI. 

In summer of 2601, two kindfl of mechanical collectots designed by Mr. Y. Yokoutl were面的al・
led at this。beerva句ry.Their constructions and耳omeobs世veddata are reported. 
In the firsもtype，血eshielding plate le rota古edover也3 two insnla総dpla旬awhich也ke曲e

sarfa伺 chargeproi;orti叩 al加出eexisting earぬ’afieldwhenぬey町eexp儲ed.On色＇hecontrary，色he

insulated plate of the second勿pem同胞sunder出efixed shielding可hich h回何oaper卸res.The 

former ie shown ~ Fig. 1, n'l!ld the latter in Fig. 7. 



OnもheAtomo.spherfo .Po旬ntialGradient at the Top 

ofもheHill，αKakioka Fujiyama” 
By S. KI割払

From Nov. 2600句 Mar.2601.出ewri旬rcarried out a me闘urementof也eDOぬntialtmLdien色

沼凶r也eear泊’ssarfa朗話 thetop of曲ehill so・called“Fajlyama”・ Theobserving point is loea旬d
abou色lkm.son也.wantfrom色msobservat.ory. 'l'hi目hills胞ndsalone 叫 somewhaも印凶h色。m ぬe

傑m旬rof色；heKakioka basin. The top d也ehill is fla色姐dforms the circalar ground abou色鉛m.

in diameter, surrounded wi也 pine悦 esexcepting for norぬside，出eirheight being neatly equal加

the level of the top. The observing po旭志isat an elevation of 128m. above the sea level and about 

100 m. higher也an也isobs回va初ry. 

.As the measuring app町制us,a Benndorff's se1frecording electrometer w回 usedwi色ha radi＇。
也oriumrollector which w凶 apar色108cm.fromぬewall and 198 cm. aboV'eぬeground. I旬reduction

fac句r拘 ag前 placeis 1.28. On the o也erhand, a色色hisobserva句rya wa色erdropper collec色oris 

田 edwhich is 185 cm. apart fromぬewall and 200 cm. above the ground. Its reduction fac句ris l.82. 

From血eresults of也esimul胞neoll8ob興rvattonswe ob抱ined，四 anaverage value, l邸.5V/m 

at也ebill and 150.5 V /m 叫也ieobservatory. The former is 1.29色imes剖 largeas the la色ter,but 

志behourly ra色iosbetw鵠 R出自国change considerably andぬeaverage ratio from 11 h to 16 h is 1.＇邸．

工事mustbe noticed油atthe value of the morning mほ imumM ぬehill is rather smaller也阻

也前叫ぬisobs町四句ry.

The diurnal variation in a fine w伺色hershows the double m眠 ima・typeat both places, but色here

.are some d倍erenc回剖 belowmentioned; 

(1）盟ieampli色adeatぬehill ie smaller色ban也前前ぬisobserva・旬ry，血atis. in the latぬrthe 

morning maxim也m develop回 predominantly也aneven加gma玄imum,while in也efor四 er

白闘emaxima being nearly equal. 

(2) The色imeof ma玄imuminぬemorning at the hlll is色endingぬ retardabo凶 onehour色ban

也前 atthis observatory, while也eevening maximum occ町 salmos色t・hesame“me at both 
p1剖飢

Such differences may be attributed加色hoseof th.e me旬orologicalcoコditionsa.t boぬ pla冊s,

匂pecially旬拍atthe rever司eds阻ぬin也ea加。spherenear也e加＇Pof the hill br回 ksearlier than 

由atM 曲isobservatory. 

The wri色era'so dieeussedぬediurnal variations on cloudy days and the potenもialvariations 

during rainfalls. 

The Earth’s Magnetism and Earもhquake{I) 
ByT. Y・倒 IMA四．

(1) The world-wide dts凶bntionof由eso・calledfoci of也esecular vari前ionof由eearth＇’s magne・ 
tis1n is well related to仙atofぬeland and ocean, and a more cl伺 elnve凶g前ion.considering也e

dlstributまonofぬ.eprincipal ear曲quakezones, sug時stsa p伺eible何回eof th伺esecular varlatio国

due to白einrlacもionby the pre由antgeneral field. 
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。：）The岨nualmeans of both horizontal and vertical intenslti倒的 theE油iokaand Toyohara 

国昭netfcObserva卸rle自 ares同.tistlcallyinveetfgaぬd台。m 油epoint of view也前開meof local 

magnetic disturbances恒也evictnl旬。fぬeactive町田taldeformation should be e玄pee旬d句 rela拘

加もheoccurence of earthquakes. The resnft obtdned Is jo品目。也atthe general investigation。f

曲eseculaT variation 祖国bbe attacked帥ftrstfrom出isco田Id町帥ion.

OnもheE・rup・もiveSolar Prominence on Mぽ・ 4,2603, and 

ぬeGroup of the Sun-Spoも， No.2832. 

By T. OsAWA. 

Some observed facts are reported on a moderate but erupもlveprominence appeared onぬee銅色

limb ofぬesun disk and the回目ocia:拘d聞酒spot,includ.ing也eirp伺siblee1fec旬 upon也eearth’e 

magneもicactivity. 

A Report of some SoJar Measurements during the 
Solar Eclipse, of Feb. 5, 2603. 

By T. OsAWA 

On也eoc偶sionofもhe句tal回fareclipse, a. photographic measureme凶 ofthe time ofぬeend 

of the eclipse and oぬeraare reported. The error of the present pho旬graphicmethod is probably 

wi出inぬelimit ofもWO鴎condsof time. 


